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夜間に普通自動車が走行中、融雪による陥
没穴に前輪が滑落し、車両が損傷した事故
について、道路の管理瑕疵が争われた事例

＜平成22年 8月10日　釧路地裁判決＞

国土交通省　道路局　道路交通管理課

訴
訟
事
例
紹
介

主　　　　文
１　原告の請求を棄却する。
２　訴訟費用は原告の負担とする。

事実及び理由

第１　請求
被告は、原告に対し、14 万 6128 円及びこれに対する平成 22 年 1 月 4 日から支払済みまで年 5分の
割合による金員を支払え。

第２　事案の要旨
本件は、原告が、被告に対し、被告の道路管理に瑕疵があったために、道路上の陥没穴に同所を通行
中の原告所有の自動車の前輪が滑落して同車が損壊する損害を被ったと主張して、国家賠償法 2条 1項
に基づき、損害賠償金（車両修理費）14 万 6128 円の支払いを求めている事案である。

第３　前提となる事実等
　１　本件事故の発生

原告は、平成 22 年 1 月 4 日午後 7時 20 分ころ、X線（以下「本件道路」という。）上を、原告所
有の普通乗用自動車（以下「本件車両」という。）を運転していたところ、本件車両の右側前輪が同
道路上に存在した陥没穴（以下「本件陥没穴」という。）に滑落し、本件車両が損壊した（本件「本
件事故」という。）。

　２　本件道路の状況等

（1）本件事故当時、本件道路の管理は、被告が行っていた（道路法 16 条 1 項）。
（2）本件道路は、商業施設「A」（以下「本件商業施設」という。）の南側に位置する幅員 7.0 メート
ルの簡易舗装道路であり、本件陥没穴の東側数メートルの地点において本件商業施設の駐車場（以
下「本件駐車場」という。）と接続しており、本件駐車場との自動車の出入りが可能な構造となっ
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ている。そのため、本件道路は、昼夜を問わず、本件商業施設を利用する不特定の自動車が通行し
て利用している。本件道路に歩道はなく、防犯灯が片側に 1基設置されているのみで、夜間は暗い。
なお、本件商業施設は、その北側において、幹線道路である S通（中央分離帯が設けられ、バ
ス路線となっている。）に面しており、S通からも本件駐車場との自動車の出入りが可能な構造と
なっている。

（3）本件事故当時、本件陥没穴は、圧雪状態の路面の一部がアスファルト舗装に向かって融解した状
態を呈し、本件道路の中央部に、西側を頂点として L字の左右を反転させた形状で存在した。そ
の大きさは、幅 2.9 メートル、最短位の長さ 1.6 メートル、深さ 26 センチメートルないし 27 セン
チメートルであり、内部に溜まっていた水の深さは 13 センチメートルであった。本件道路の幅員
7.0 メートルのうち、本件陥没穴にかかっていない部分は、北側が約 1.3 メートル、南側が約 2.8
メートルであった。

（4）本件事故当時、本件道路に通行止め等の通行規制は実施されておらず、通行者に注意を促す表示
等もなされていなかった。

（5）被告は、本件事故に係る被告及び警察の実況見分終了後、直ちに除雪委託業者をしてグレーダー
により氷路面を削って路面を整正させた。

第４　請求原因
１　原告は、本件駐車場から本件車両を運転して本件道路に出て、同所を時速約 10 キロメートルで走
行中、前照灯により本件陥没穴の存在を発見し、回避措置を講じたが間に合わず、前記第 3の 1のと
おり、本件事故に遭遇した。
２　本件事故は、道路管理者である被告の道路管理の瑕疵によって発生したものである。
すなわち、被告は、本件道路が周囲より幾分低く、圧雪が厚くなるとともに融雪水が集まりやすい
環境にあること、本件道路に隣接する本件商業施設の構造物の屋根から本件道路に向けて融雪による
流水が生じること等の事情から、本件道路が融雪水等が集積しやすい環境にあることを十分予見でき
たにもかかわらず、適時に適切な除排雪等を実施して、安全かつ円滑な交通を確保するための措置を
講じていなかったのであるから、被告の本件道路の管理には瑕疵があった。
また、被告は、除雪作業に多額の費用がかかること等を根拠とした主張を展開するが、本件道路が
生活道路に位置付けられるとしても、本件道路は大規模商業施設に隣接し通行者が周辺住民に限定さ
れないという特殊性があるし、除排雪費用の額が多額にのぼり予算措置に困却するとしても、これに
より直ちに道路管理の瑕疵によって生じた損害に対する賠償責任を免れるものではない。
３　原告は、本件事故により、本件車両の修理費 14 万 6128 円の損害を被った。
４　よって、原告は、被告に対し、国家賠償法 2条 1項に基づき、損害賠償金 14 万 6128 円及びこれに
対する本件事故の発生した平成 22 年 1 月 4 日から支払済みまで民法所定の年 5分の割合による遅延
損害金の支払を求める。

第５　請求原因に対する認否
１　請求原因 1のうち、原告が本件事故に遭遇したことは認め、その余は不知。
２　請求原因 2は否認する。
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道路管理者である被告に、本件道路の管理の瑕疵はない。
すなわち、本件事故は、積雪寒冷地における冬期間の生活道路において自然現象が原因となって発
生したものであるところ、積雪寒冷地における冬期間の道路については、積雪・凍結等の気象条件に、
刻々と変化する気象状況が加わるのであるから、道路管理者に対し、一般道路についてまで、冬期間
に生じるあらゆる現象に対し、その除去や注意標識の設置等を法的義務として要求することは、人的・
物的・時間的に不可能を強いることになる。本件陥没穴は、昨年末からの大量の降雪と、本件事故当
日の気温差によって一時的にできた自然現象であり、本件道路が、除雪作業に要する人的・物的・経
済的事情に基づいて設けられた 4つの道路種別のうち、4種道路の生活道路に該当することなどを併
せ考慮すると、被告には、短時間のうちに本件陥没穴を除去し、あるいは注意標識を設置するなどし
て事故防止策を講ずる義務はなかった。殊に、原告は、本件道路の幅員 7.0 メートルのうち、本件陥
没穴にかかっていない南側部分約 2.8 メートルをもって、全幅 1.81 メートルの本件車両を通行させ
ることができたのであるから、結局、本件事故は、原告が道路・交通及び当該車両等の状況に即応し
て安全運転すべき義務（道路交通法 70 条）を怠ったことにより生じた事故であり、その責めは原告
自身が負うべきである。
３　請求原因 3は不知。

第６　理由
　１　認定事実

証拠及び弁論の全趣旨を総合すれば、以下の事実が認められる。
（1）被告の除雪事業
ア　被告においては、年度毎に除雪計画をたて、決裁を受け確定させた除雪作業を実施している。
平成 21 年度の除雪計画においては、除雪作業に要する人的・物的・経済的事情から、道路を
1種道路（幹線道路）、2種道路（準幹線道路）、3種道路（補助幹線道路）、4種道路（幹線・準
幹線・補助幹線道路以外の生活道路）の 4つの種別に分け、それに応じた施工基準を定めて運用
していた。すなわち、1種道路ないし 3種道路においては、その施工基準は舗装路面までの除雪
であるが、4種道路においては、最小限の圧雪厚に止めるものとしていた。
イ　被告において、1度の除雪にかかる経費は、全路線・全地区で実施した場合には約 5000 万円
にのぼる。そこで、被告は、生活道路の除排雪は町内会が協力して行うとする「パートナーシッ
プ除雪」など、効率的な道路除雪を行うための各種の工夫を行っているが、そのような工夫にも
かかわらず、被告は、除雪費として平成 20 年度は総額 7億 9600 万円、平成 21 年度は総額 7億
1100 万円を支出した。
ウ　本件道路は、4種道路の生活道路に該当する。
被告は、後記（5）イの降雪があったことから、平成 21 年 12 月 26 日、同月 28 日、同月 31 日
に、本件道路の除雪作業を行った。

（2）被告の道路管理の状況等
ア　一般的な道路パトロールの状況
被告は、管内を 7ブロックのエリア「市街地 5ブロック、郊外地 2ブロック」に分割し、6台
のパトロール車（市街地 5台、郊外地 1台）を使い、それぞれ職員 2名を配置して、原則として
月曜日から金曜日まで毎日道路パトロールを行っている。
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各地区のエリア内道路を一巡するには概ね 2週間程度を要するが、パトロール中に道路の補修
作業や住民からの苦情処理対応などがある場合には 2週間以上かかることもある。
冬期間の道路パトロールは、除雪後の状況把握のため、幹線・準幹線道路を中心に行うことに
なり、生活道路については、降雪時の苦情対応のほか、過去の実績から問題の多い路線を中心に
パトロールを行っている。
イ　本件道路のパトロールの状況
被告は、平成 21 年 12 月以降、連続的な降雪があったことから、幹線・準幹線道路を中心とす
る除雪後の状況についてのパトロールに追われており、本件道路については、特に苦情がないこ
とから、巡回は実施していなかった。

（3）本件事故以前の同種事故等の有無
本件道路を含むブロックの道路パトロールを担当する被告職員には、本件事故以前 3年間程度の
間において、パトロール中に本件道路上に陥没穴を発見したり、本件道路上の陥没穴についての通
報を受けた記憶はない。また、本件事故に類似する事故の記録は、被告において書類上確認できる
範囲では存在しなかった。

（4）本件事故前後の本件道路の状況
ア　平成21年12月31日午後0時ころ、被告の道路パトロール職員が本件商業施設に立ち寄った際、
本件道路を通行したが、格別の異常は見当たらなかった。
イ　本件商業施設の関係者によれば、本件事故の前日である平成 22 年 1 月 3 日の夜の時点では、
本件道路に本件陥没穴に相当する水溜まりは見当たらなかった。
ウ　本件事故直後の実況見分の際、本件道路に隣接する本件商業施設の構造物の屋根から本件道路
に向けて融雪による流水があった（争いがない）。
エ　平成 22 年 1 月 28 日、原告から本件道路に本件陥没穴に類似する水溜まりが存在する旨の通報
を受けた直轄道路事務所は、被告役所当直へ通報内容を連絡し、被告役所当直から連絡を受けた
除雪委託業者が現場を確認の上グレーダーにより路面整正を行った。

（5）本件事故当時の天候等
ア　本件事故当時の天候は晴れ、気温はマイナス 0.3 度程度であった。
イ　平成 21 年の本地域においては、同年 11 月 11 日に初雪を観測し、年末には次のとおり降雪が
続いた。

降　　雪 降雪累計 最深積雪量
12 月 26 日 19 76 42
12 月 27 日 2 78 41
12 月 28 日 15 93 52
12 月 30 日 10 103 55
12 月 31 日 3 106 58

（単位は、いずれもセンチメートル）

ウ　気象庁発表の気象データによれば、本件事故前 3日間の本地域の観測地点の降雪、積雪、気温
は、次のとおりであった。
ア　1月 2日 降雪 なし
 積雪 1 時現在 51 センチメートル
  24 時現在 47 センチメートル
 気温 最高 3.0 度（14 時）
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  最低 マイナス 5.4 度（24 時）
イ　1月 3日 降雪 なし
 積雪 1 時現在 47 センチメートル
  24 時現在 47 センチメートル
 気温 最高 0.9 度（15 時）
  最低 マイナス 9.5 度（4時）
ウ　1月 4日 降雪 なし
 積雪 1 時現在 47 センチメートル
  24 時現在 46 センチメートル
 気温 最高 3.0 度（13 時）
  最低 マイナス 10.3 度（5時）

（6）本件道路の通行状況
本件事故直後の実況見分の際、2台の車両が、本件道路の幅員 7.0 メートルのうち、本件陥没穴
にかかっていない南側部分約 2.8 メートルを通行した。

（7）本件車両の諸元
本件車両の最低地上高は、14 センチメートルであり、法令上の最低地上高 9センチメートルを

満たしている（争いがない）。
また、本件車両の全幅は、1.810 メートルである。

（8）圧雪路面における停止距離
圧雪路面における摩擦係数は 0.15 程度であり、圧雪路面を時速 10 キロメートルで走行した場合
の停止距離は約 4.7 メートルである。

　２　判断

（1）国家賠償法 2条 1項にいう道路等の営造物の設置又は管理の瑕疵とは、営造物が通常有すべき安
全性を欠いていることをいい、当該営造物の使用に関連して事故が発生し、被害が生じた場合にお
いて、当該営造物の設置又は管理に瑕疵があったとみられるかどうかは、その事故当時における当
該営造物の構造、用法、場所的環境、利用状況等諸般の事情を総合考慮して具体的、個別的に判断
するのが相当である（最高裁昭和 42 年オ第 921 号同 45 年 8 月 20 日第一小法廷判決・民集 24 巻 9
号 1268 頁、同昭和 53 年オ第 76 号同年 7月 4日第三小法廷判決・民集 32 巻 5 号 809 頁等参照）。

（2）ア　前記認定の事実によれば、本件道路は、幹線道路である S通から本件商業施設を挟んで 1
本南側に位置する簡易舗装道路であること、そのため、被告の除雪作業の施工基準を定めるた
めの 4つの道路種別においては、1種道路ないし 3種道路（幹線・準幹線・補助幹線道路）の
いずれにも該当しない生活道路である 4種道路に分類されていることが認められる。本件道路
は、本件商業施設の南側に面し、本件駐車場と接続して自動車の出入りが可能な構造となって
いるため、昼夜を問わず、本件商業施設を利用する不特定の自動車が通行して利用しているこ
とが認められるものの、他方で、本件駐車場はその北側においてＳ通にも接続しており、本件
駐車場の利用者の多くはＳ通を利用しているものと容易に推認することができる。
イ　また、本件陥没穴がどのようにして形成されたものであるかを端的に示す証拠はないものの、
前記認定の事実によれば、本件事故の前日である平成 22 年 1 月 3 日の夜の時点では、本件道
路に本件陥没穴に相当する水溜まりは見当たらなかったこと、本件事故以前に本件陥没穴につ
いての通報はなされていないこと、本件事故当日は、午前 5時にマイナス 10.3 度の最低気温
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を記録した後、気温が上昇し、午後 1時には最高気温として 3.0 度に達したこと、本件事故直
後にも本件道路に隣接する本件商業施設の構造物の屋根から本件道路に向けて融雪による流水
があったことが認められ、これらの事実によれば、本件陥没穴は、本件事故当日の日中の気温
が上昇したことから、同所付近の融雪が進むとともに、本件商業施設の構造物の屋根から本件
道路に流れ込んだ融雪水が周囲よりやや低くなっている本件陥没穴付近に集中して、さらに同
所付近の融雪を促進したことによって、本件事故当日のうちに形成されたものと推認すること
ができる。被告においては、冬期間の道路パトロールは、除雪後の状況把握のため、幹線・準
幹線道路を中心に行っており、本件道路のような生活道路については、住民等からの通報があ
った場合に対応するほか、過去の実績から問題の多い路線を中心にパトロールを行っていたと
ころ、本件道路については、本件事故以前 3年間程度の間において、道路パトロール中に陥没
穴が発見されたり、陥没穴についての通報がなされた形跡は見当たらず、住民等からの通報も
なかったため、平成 21 年 12 月以降、巡回は実施していなかったというのであるが、前記のと
おり、本件陥没穴は、本件事故当日のうちに形成されたものと推認され、被告が本件陥没穴を
長期間にわたって放置していたものではない。
ウ　さらに、前記認定の事実によれば、本件陥没穴は、本件道路の中央に位置し、その幅は 2.9
メートルにも達するものの、本件道路の幅員 7.0 メートルのうち、本件陥没穴にかかっていな
い部分が本件陥没穴の南側に約 2.8 メートルの幅で存在すること、本件車両の全幅は 1.810 メ
ートルであること、本件事故直後の実況見分の際、2台の車両が、前記南側の約 2.8 メートル
の部分を現に通過したことが認められる。そして、自動車の前照灯については、道路運送車両
の保安基準（昭和 26 年運輸省令 67 号）等によって、すれ違い用前照灯においても、夜間にそ
の前方 40 メートルの距離にある交通上の障害物を確認できる性能を有するものとされている
ことからすれば、本件道路は防犯灯が片側に 1基設置されているのみで夜間は暗いことや、圧
雪路面を時速 10 キロメートルで走行した場合の停止距離が約 4.7 メートルであることなどを
考慮しても、本件陥没穴を回避して、本件車両を走行させることは可能であったと認められる。
なお、前記認定のとおり、本件道路が本件商業施設を利用する不特定の自動車によって利用さ
れていることからすれば、本件陥没穴が形成されてから本件事故が発生するまでの間に、原告
と同様に、本件駐車場から本件道路に右折侵入して、本件陥没穴付近を通過した自動車が存在
したものと考えられるにもかかわらず、本件事故以前に本件陥没穴についての通報がなされて
いないことは、通常の自動車運転者において、本件陥没穴を回避して、自動車を走行させるこ
とが可能であったことを窺わせるものということができる。
これに対し、原告は、本件駐車場から本件道路に右折進入した本件車両の前照灯が正面を照
らした際には本件陥没穴は目前であった旨をいうが、本件駐車場から本件道路に右折進入した
原告には、仮に本件陥没穴付近に酔客が横たわっていたとしても、これを認識して回避するこ
とが可能な速度で本件道路に右折進入すべき義務があることは当然であるから、本件陥没穴が
本件駐車場から本件道路に右折進入した直後に存在したことは、前記認定を左右するものでは
ない。また、原告は、車両走行において危険を感じない安全な側方間隔が 1ないし 1.5 メート
ルである旨もいうが、原告指摘の距離は通常の走行時に歩行者や他の車両との側方間隔として
望ましい距離を示すものに過ぎないから、前記認定を左右するものではない。
エ　以上の事情を総合すると、本件事故当時、本件道路に本件陥没穴が存在し、他方、本件道路
に通行止め等の通行規制は実施されておらず、通行者に注意を促す表示等もなされていなかっ
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たからといって、本件道路が通常有すべき安全性を欠いていたとまでいうことはできず、本件
道路に設置又は管理の瑕疵があったということはできない。

　３　結論

以上によれば、原告の請求は理由がないから、主文のとおり判決する。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Remove
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF65e57d4c537052377528>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


